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秋 風
ふるさとスケッチ No.70

稲刈りの終わった田んぼから、秋の香りを感じます。

この時期の楽しみは秋桜。風にふわふわと揺れる姿は

愛らしく、またもの悲しくもあり、とても深い美しさを

感じさせます。

9
2022

ニューノーマル時代の阿南商工会議所へ

徳島東部都市計画見直し 公聴会

「阿南まちゼミ」 10周年！

補助金案内のお知らせ

「四国の右下活性化会議」 開催

福井町にアスパラガスのジェラート店が！
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見出し一部抜粋
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◎
兼
松
会
頭
の
意
見
公
述
の
要
旨

１
．
阿
南
市
に
お
け
る
近
年
の
新
規
就
業

者
数
は
数
百
人
か
ら
１,

０
０
０
人
規
模

で
増
加
し
て
い
る
が
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
っ
て
い
な
い
。
中
で
も
阿
南
市

中
心
部
の
人
口
減
少
は
顕
著
で
、
阿
南
市

全
域
の
人
口
減
少
度
合
を
上
回
っ
て
い

る
。
新
築
希
望
者
が
阿
南
市
に
お
け
る
住

宅
地
取
得
希
望
が
最
も
高
い
富
岡
小
学
校

エ
リ
ア
周
辺
の
都
市
計
画
区
域
の
拡
大
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
当
該
エ
リ
ア
の
阿

南
駅
周
辺
か
ら
国
道
55
号
線
ま
で
の
エ
リ

ア
で
は
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

３
か
所
を
始
め
、
図
書
館
、
ひ
ま
わ
り
会

館
な
ど
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
最
も
整
備
さ
れ

て
お
り
、
県
南
一
の
伝
統
あ
る
富
岡
小
学

校
や
中
高
一
貫
の
徳
島
県
立
富
岡
東
中
学

校
・
富
岡
東
高
等
学
校
も
立
地
し
、
市
内

随
一
の
快
適
性
・
利
便
性
の
高
い
区
域
で

あ
る
。
し
か
し
富
岡
小
学
校
周
辺
で
は
居

住
し
た
い
所
に
住
居
を
構
え
る
事
が
出
来

な
い
。
新
し
く
店
舗
を
出
店
し
た
い
の
に

出
店
す
る
場
所
や
敷
地
が
無
い
状
況
が
10

年
以
上
続
き
そ
の
結
果
と
し
て
地
域
の
人

口
が
減
少
し
て
い
る
と
言
え
る
。
阿
南
市

中
心
部
の
富
岡
町
に
人
口
が
集
積
し
阿
南

市
が
目
標
と
し
て
い
る
持
続
可
能
な
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が
実
現
で
き
る
よ
う
な
都

市
計
画
と
し
て
も
ら
い
た
い
。

２
．
現
在
整
備
が
進
ん
で
い
る
都
市
計
画

道
路
「
領
家
日
開
野
線
」
は
一
部
供
用
が

開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
適
正
な
街
区
の
整

備
を
目
的
と
し
た
都
市
計
画
道
路
周
辺
が

市
街
化
調
整
区
域
と
な
っ
て
お
り
、
住
宅

店
舗
な
ど
の
新
設
を
阻
害
し
て
い
る
。
都

市
づ
く
り
の
理
念
で
あ
る
従
来
の
拡
散
型

か
ら
転
換
し
、
地
方
創
生
方
針
で
あ
る
、

ま
ち
・
ひ
と
・
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
れ

た
阿
南
市
新
未
来
を
構
想
す
る
時
、
ま
た

長
年
の
都
市
計
画
施
策
に
お
い
て
も
市
街

化
調
整
区
域
人
口
が
市
街
化
区
域
人
口
を

上
回
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
て
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
都
市
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に

も
、
官
民
の
既
存
イ
ン
フ
ラ
が
集
中
す
る

国
道
55
号
線
や
当
該
都
市
計
画
道
路
周
辺

の
都
市
計
画
に
つ
い
て
見
直
す
べ
き
で
あ

る
。

３
．
高
規
格
道
路
阿
南
イ
ン
タ
ー
周
辺
で

の
道
路
整
備
の
具
現
化
と
、
物
流
、
防
災

の
両
面
か
ら
高
規
格
道
路
と
国
道
55
号
線

を
結
ぶ
新
規
の
東
西
幹
線
道
路
、
ま
た
は

旧
国
道
55
号
線
の
拡
幅
に
つ
い
て
都
市
計

画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
計
上
し
て
頂

き
、
早
期
の
整
備
を
お
願
い
す
る
。

◎
優
良
従
業
員
表
彰
と
は…

　

貴
社
の
事
業
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
従
業
員
の
皆

様
に
、労
い
の
気
持
ち
を
伝
え
る
表
彰
制
度
。

「
励
み
に
な
る
」

「
や
る
気
が

ア
ッ
プ
す
る
」

と
ご
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

い
つ
も
頑

張
っ
て
い
る
従

業
員
の
皆
様

を
、こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
推
薦

く
だ
さ
い
。

《
表
彰
式
日
時
場
所
》

日
時 

： 

令
和
５
年
１
月
13
日
㈮

　

  　

  

午
前
10
時
〜（
予
定
）

場
所 

： 

阿
南
市
商
工
業
振
興
セ
ン

　
　
　

 

タ
ー  

２
階
展
示
ホ
ー
ル

表
彰
の
種
類
に
つ
い
て

　

●
勤
続
10
年
以
上
表
彰　

　

●
勤
続
20
年
以
上
表
彰

　

●
勤
続
30
年
以
上
表
彰

●
お
問
い
合
わ
せ

　

阿
南
商
工
会
議
所
・
業
務
課　

　

☎
０
８
８
４‐

２
２‐

２
３
０
１

優
良
従
業
員
表
彰 

ご
推
薦
の
ご
案
内

令
和
４
年
度

「
日
頃
の
頑
張
り
」「
長
年
の
功
績
」に

貴
社
の
従
業
員
を
ご
推
薦
さ
れ
ま
せ
ん
か
？

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
よ
っ
て
、

　

表
彰
式
の
延
期
・
中
止
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※

同
封
の
推
薦
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「未知フォーラム2022 in 阿南」
～未来へつなごう！ 道・ひと・地域～

高規格道路は、徳島県南部住民にとって「命の道」「活力の道」として必要
不可欠な道路であり、早期整備には地域の熱い想いを発信し続けること
が重要です。そこで、官民が一体となって地元地域の良さを再認識し、県
南地域まで高規格道路が繋がった時、「住んでよし、訪れてよし」と地元
を誇りに感じる、みちづくり・観光地域づくり等の展望を発信します。

基調講演：国土交通省道路局
パネルディスカッション：「阿波のみち！無限大の未来へ」
県南地域が「ワンチーム」となって、高規格道路のミッシングリンク解消
を目指し、地域と連携した“みちづくり”、魅力的で活力ある“まちづくり”
を実現するため、高規格道路の未来について考えます！

コメンテータ　国土交通省四国地方整備局長　　荒瀬美和　氏
ナビゲーター　阿南工業高等専門学校名誉教授　湯城豊勝　氏
パネリスト　　調整中

助成支援：（一社）四国クリエイト協会
主　　催：四国はひとつ“阿波のみち”女性フォーラム実行委員会
事 務 局：阿南商工会議所内（岡澤）℡22-2301

開催日時：2022年10月22日㈯ 15：00～17：00
開催場所：阿南市情報文化センター「コスモホール」

開催
予告

徳
島
東
部
都
市
計
画
見
直
し
に
関
す
る
公
聴
会
で

兼
松
会
頭
が
意
見
公
述

　

徳
島
東
部
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
（
県
決
定
）
及
び
区
域

区
分
の
変
更
（
県
決
定
）
に
関
す
る
素
案
の
公
聴
会
が
、
８
月
８
日
（
月
）、
午
後

２
時
か
ら
徳
島
県
職
員
会
館
（
徳
島
市
万
代
町
３
丁
目
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
公
聴
会
に
、
当
所
か
ら
兼
松
会
頭
は
じ
め
、
役
員
・
議
員
他
10
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
公
聴
会
で
は
、
兼
松
会
頭
が
当
所
の
意
見
と
し
て
、
次
の
３
点
に
つ
い

て
徳
島
県
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
都
市
計
画
見
直
し
は
、
お
お
む
ね
５

年
ご
と
と
な
る
た
め
、
今
回
の
見
直
し
に
、
当
所
の
意
見
や
提
案
が
反
映
さ
れ
る

よ
う
、
熱
意
を
込
め
て
の
意
見
公
述
で
し
た
。

兼松 功 会頭が意見公述
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阿
南
商
工
会
議
所
は

阿
南
市
と
連
携
し
て
、

阿
南
市
の
特
定
創
業
支

援
事
業
の
一
環
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
創
業
を
目
指

す
方
や
開
業
し
て
間
も

な
い
方
、
自
社
の
事
業

の
見
直
し
、
新
規
事
業

を
考
え
て
い
る
方
な
ど

を
対
象
に
、
創
業
ノ
ウ

ハ
ウ
か
ら
実
践
的
な
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
経
理
・

財
務
、
事
業
計
画
作
成

ま
で
を
一
体
的
に
学
べ
る
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
６
月
29
日
か
ら
８
月
24
日
ま
で
の
間
、「
経

営
」・「
販
路
開
拓
」・「
人
材
育
成
」・「
経
理
・
財
務
」
の

４
つ
を
テ
ー
マ
に
し
た
全
12
講
座
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
開

講
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
や
主
婦
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、

個
人
事
業
主
な
ど
23
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
講
師
の
説
明
だ
け
で
な
く
、
課
題
を
解
い

た
り
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
な
が
ら
、
最
終
日
の
８

月
24
日
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
学
習
成
果
と
し

て
、
参
加
者
が
こ
れ
か

ら
の
目
標
や
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
を
発
表
し
、
全

日
程
を
終
え
ま
し
た
。

　

当
所
と
し
て
は
、
当

市
に
お
い
て
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
、
今
後
も

受
講
生
た
ち
の
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

「令和４年度阿南市創業支援セミナー」全日程終了！

ま
ち
ゼ
ミ
で

は
、
桑
野
川
に

ゴ
ム
ボ
ー
ト
を

浮
か
べ
、
パ
ッ

ク
ラ
フ
ト
体
験

を
行
い
ま
し

た
。
講
師
を
ニ

ッ
ク
ネ
ー
ム
で

呼
ぶ
こ
と
で
受

講
者
と
の
距
離

が
縮
ま
り
、
体

験
前
か
ら
楽
し

そ
う
な
雰
囲
気
で
し
た
。
受
講
者
は
「
地
元
の

川
で
こ
ん
な
楽
し
み
方
が
あ
る
ん
だ
」
と
満
足

さ
れ
、
ま
ち
ゼ
ミ
を
通
し
て
４
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ｒ

さ
ん
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
は
店
舗
の
Ｐ
Ｒ
と
な
り
、
新

規
顧
客
と
の
出
会
い
や
他
店
舗
と
の
横
の
連
携

が
で
き
、
受
講
者
の
客
観
的
な
意
見
が
聞
け
、

店
主
側
も
学
び
を
得
る
事
業
で
す
。
受
講
者
か

ら
は
「
貴
重
な
体
験
が
で
き
る
か
ら
毎
年
楽
し

み
」、「
知
ら
な
い
店
舗
を
知
る
き
っ
か
け
に
な

る
」
と
大
変
好
評
で
し
た
。

　

阿
南
ま
ち
ゼ
ミ
は
、
店
主
が
商
売
に
対
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
一
層
高
め
る
起
爆
剤
と
な

り
、
今
後
の
経
営
改
善
・
地
域
活
性
化
の
糸
口

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
個
店
が
こ
れ
か
ら
先
も
元
気
に
事
業

継
続
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
阿
南
商
工
会
議
所

で
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
店
舗
存
続

に
向
け
た
事
業
承
継
や
課
題
解
決
の
為
、
10
年

前
か
ら
「
阿
南
ま
ち
ゼ
ミ
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
度
「
第
14

回
阿
南
ま
ち
ゼ

ミ
」
を
７
月
30
日

に
開
催
し
、
参
加

店
舗
45
店
舗
52
講

座
に
約
５
０
０
名

の
受
講
者
が
参
加

し
、
９
月
４
日
に

終
了
し
ま
し
た
。

特
徴
あ
る
３
店
舗
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　 

新
規
実
践
店
舗

　

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ 

Ｋ
Ｏ
Ｆ
Ｓ
阿
南
店
さ
ん
で
は
、
ラ

テ
ア
ー
ト
を
作
る
貴
重
な
体
験
が
で
き
、
申
込

開
始
直
後
に
定

員
が
埋
ま
る
人

気
講
座
と
な
り

ま
し
た
。
電
話

予
約
の
混
雑
を

防
ぐ
為
に
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
で
対

応
し
、
受
講
者

か
ら
は
「
予
約

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
」
と
好
評
で
し
た
。
講

師
の
丁
寧
な
教
え
方
に
よ
り
、
集
中
し
て
学
ぶ

姿
や
作
成
し
た
ラ
テ
ア
ー
ト
を
見
せ
合
い
、
楽

し
む
姿
は
ま
る
で
学
校
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
し

た
。

    

コ
ラ
ボ
店
舗
ま
ち
ゼ
ミ

　

雑
貨
店
Ｂ
ａ
ｎ
ｃ
ｄ
ｏ
ｕ
ｘ
で
、
カ
ラ
ー
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
を
持
つ
パ
ン
チ
ュ
ー
ル

さ
ん
と
Ｂ
ａ
ｎ
ｃ
ｄ
ｏ
ｕ
ｘ
さ
ん
が
「
貴
方
に

似
合
う
色
の
ス
ト
ー
ル
で
さ
り
げ
な
く
素
敵
な

巻
き
方
レ
ッ
ス
ン
」
を
行
い
ま
し
た
。
受
講
者

は
、
カ
ラ
ー
診
断
で
顔
色
に
似
合
う
色
を
発
見

し
、
そ
の
色
の
ス
ト
ー
ル
を
美
し
く
見
せ
る
巻

き
方
を
学
び
ま

し
た
。
コ
ラ
ボ

講
座
で
は
、
店

主
が
互
い
の
強

み
を
活
か
し
、

受
講
者
の
魅
力

を
よ
り
一
層
引

き
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　 

体
験
型
ま
ち
ゼ
ミ

　

４
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
さ
ん
は
、
阿
南
市
に
あ
る

山
、
海
、
川
、
街
の
資
源
を
活
か
し
、
様
々
な

楽
し
み
方
で
自
然
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

三
方
よ
し
の
ま
ち
づ
く
り
ー
阿
南
ま
ち
ゼ
ミ
10
周
年
ー

「貴方に似合う色のストールでさりげなく素敵な
巻き方レッスン」雑貨店Bancdouxとパンチュール

「はじめてのカフェラテづくり」
CAFE KOFS阿南店

「新アクティビティ・親子でパックラフトを
体験してみよう!」4CORNER

特集号
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★2020年４月以降の連続する６か月間の内、任意の３か
月間の合計売上高が、コロナ以前（2019年又は2020
年1～3月)の同３か月の合計売上高と比較して10%以
上減少していること
★事業計画を認定経営革新等支援機関（金融機関等）と
策定し、一体となって事業再構築に取り組む
★補助事業終了後3～5年で付加価値額の年率平均
3.0%(一部5.0%)以上増加、従業員一人当たり付加価
値額の年率平均3.0%(一部5.0%)以上増加の達成

申請要件

対象者

補助率

締切日

補助
上限額

対象となる
取り組み

　初めて申請書を作成する方のために、補助金の記入例付のガイドブ
ックを準備しています。 また作成と申請に向け専門家(中小企業診断
士)との面談も可能です。(６時間)
　参加希望の方は、同封の「事業環境変化への対応のための個別相
談」でお申込み下さい。

商業・サービス業 : ５人以下
製造業・宿泊娯楽業・その他 : ２０人以下

補助対象経費の2/3以内
( 賃金引き上げ枠の赤字事業者については3/4)

( 一般枠 )５０万円　( インボイス枠 )１００万円
( 卒業枠・創業枠・賃金引上げ枠・後継者支援枠 )２００万円

第１０回受付締切日　２０２２年１２月上旬
第１１回受付締切日　２０２３年　２月下旬
注：申請に当たって旧阿南市に事業所がある方は、
　　阿南商工会議所の確認が必要です

★販促用チラシの作成・配布、マスコミやウェブ広告、看板
設置、販促品の調達
★集客力を高めるための店舗改装、ネット販売システム構築、
商談会や見本市への出展
★新商品開発や生産性向上のための機械の導入 など

小売業 : ５０人以下
卸売業・サービス業 : １００人以下
製造業・建設業・運輸業 : ３００人以下

原則　中小企業2/3・中堅企業1/2

１００万円～８,０００万円 ( 従業員数等により異なります )

第８回受付締切日　未定 ( 年度内 )
注：申請は電子申請のみとなります

★新分野展開→新たな製品で新たな市場に進出する
★事業転換→主な「事業」を転換する
　( 例日本料理店が焼肉店を開業する )
★業種転換→主な「業種」を転換する
　( レンタカー事業所が、貸切ペンションを経営する )
★業態転換→製造・提供方法を変更する
　( 対面ヨガ教室をオンライン専用ヨガ教室へ )
★事業再編→会社法上の組織再編行為等＋上記のいずれか
( 注：上記以外にも要件がございます )

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
等
説
明
会
に
つ
い
て

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
の
仕
入
れ
控
除

に
関
し
て
「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
）」
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
く
、
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
同
封
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

阿
南
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
交
通
部
会
で
は
、
作
家
の
森

ま
ゆ
み
氏
を
迎
え
、
８
月
９
日

阿
南
市
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー

に
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
東
京
都
文
京
区
と
台
東
区
に

ま
た
が
る
谷
中
・
根
津
・
千
駄

木
の
頭
文
字
を
と
っ
た
「
谷
根

千
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
は
、
震

災
・
戦
災
の
被
害
か
ら
も
免
れ

多
く
の
建
物
が
残
り
、
乱
開
発

に
危
機
感
を
も
っ
た
地
元
住
民

が
再
開
発
で
は
な
く
修
復
・
保

存
の
ま
ち
づ
く
り
を
選
択
し
ま

し
た
。

　
森
氏
は
こ
の
古
い
建
物
が
残

さ
れ
た
「
谷
根
千
」
の
町
に
つ

い
て
、
歴
史
や
住
民
の
暮
ら
し

を
人
々
か
ら
聞
き
取
り
、
身
の

丈
に
合
っ
た
メ
デ
ィ
ア
を
作
り

た
い
と
思
い
、
地
域
雑
誌
を
書

き
始
め
ま
し
た
。
普
通
の
人
の
人
生
や
町
中
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
小
さ
な
商
い
等
の
特
集
号
を
作

っ
て
、
こ
の
町
の
歴
史
を
守
る
意
味
で
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
が
ロ
ー
カ
ル
プ
ラ
イ

ド
を
高
め
、
今
で

は
東
京
屈
指
の
人

気
エ
リ
ア
と
し
て

多
く
の
人
々
が
訪

れ
る
テ
ー
マ
パ
ー

ク
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
森
氏
は
観
光
や

ま
ち
づ
く
り
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し

の
中
に
あ
る
人
々

の
記
憶
を
記
録
に

変
え
て
い
く
活
動

こ
そ
が
大
切
で
あ

る
と
伝
え
て
く
れ

ま
し
た
。

交通部会
  講演会

町
の
歴
史
や
暮
ら
し
を
書
き
残
し
た

40
年
の
記
録
は
、ロ
ー
カ
ル
プ
ラ
イ
ド
を
高
め
た
！

販路開拓！生産性向上！事業再構築で業績回復と
さらなる発展を目指す中小企業・小規模事業者の皆様へ
（小規模事業者向け）小規模事業者持続化補助金 （中小企業者向け）事業再構築補助金
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青 年 部 だより女 性 会 だより
　

阿
南
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
、
２
０

０
９
年
か
ら
「
阿
南
の
夏
ま
つ
り
ご
み
ゼ

ロ
大
作
戦
」
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
、
数

多
く
の
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
支
援
ご
協

力
い
た
だ
き
、活
動
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
「
阿
南

の
夏
ま
つ
り
」
開

催
に
伴
い
、
７
月

19
日
に
阿
南
市
商

工
業
振
興
セ
ン
タ

ー
に
て
ゴ
ミ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
設
置

や
資
材
の
振
分
け

準
備
等
、
当
日
の

混
乱
を
防
ぐ
た

め
、「
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
事
前
説
明

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
高
校
生
を

含
む
45
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
参
加
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
を
徹
底
し
て
の
運
営
に
な
る
こ

と
か
ら
、
参
加
の
皆
さ
ん
か
ら
も
質

問
や
意
見
が
飛
び
交
う
等
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も
積
極
的
に
参
加

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
し
か
し
直
前
に
コ
ロ
ナ
感
染
者

急
増
の
為
、
止
む
を
得
ず
「
阿
南
の
夏

ま
つ
り
」
は
開
催
で
き
ず
「
ご
み
ゼ

ロ
大
作
戦
」
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
準
備
は
、
女
性
会
ま
た

市
民
に
と
っ
て
も
一
致
団
結
で
き
る

活
動
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
来
年
こ
そ
は
元
気
に
実
施
し
た

い
と
願
い
ま
す
。

　

７
月
30
日
㈯
阿
南
商
工
会
議
所
青
年
部 

女
性
会
特
別
委
員
会
に
よ
る
バ
ル
ー
ン
ア

ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
阿
南
市
商
工
業

振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、青
年
部
の
女

性
会
活
動
を
周
知
し
て
も
ら
う
た
め
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、子
育
て
世
代
の
親
子
を
対
象
に
家

族
８
組
、計
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
山
下 

陽
子 

氏（
Ｓ
Ｕ
Ｎ
’ｓ
）

を
お
招
き
し
、
親
子
で
協
力
し
て
簡

単
に
作
れ
る『
大
き
な
花
』、『
釣
り
竿

と
魚
』
の
バ
ル
ー
ン
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

風
船
に
空
気
を
入
れ
、
ね
じ
っ
た

り
組
み
合
わ
せ
た
り
と
、
途
中
、
風
船

が
割
れ
る
な
ど
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
無
事
、
目
的
の
バ
ル
ー

ン
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
で

は
、
難
易
度
の
高
い
ク
ワ
ガ
タ
の
バ

ル
ー
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
夏

休
み
の
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
こ
そ
は

「
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
！
」

バ
ル
�
ン
ア
�
ト 

ワ
�
ク
シ
�
�
プ

　

徳
島
県
南
部
エ

リ
ア
住
民
が
切
望

し
て
き
た
高
速
道

路
整
備
が
佳
境
を

迎
え
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
は
移
動

時
間
短
縮
や
交
通

事
故
削
減
効
果
、

渋
滞
解
消
に
よ
る

二
酸
化
炭
素
削
減

効
果
が
あ
る
一
方
で
、
高
速
道
路
活
用
策
が
不

十
分
な
エ
リ
ア
で
は
人
口
減
少
が
加
速
し
、
商

業
・
宿
泊
業
な
ど
に
は
マ
イ
ナ
ス
効
果
が
懸
念

さ
れ
、
地
域
の
疲
弊
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

　

８
月
24
日
・
25
日
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
阿
南
国
際
海

洋
セ
ン
タ
ー
で
「
四
国
の
右
下
活
性
化
会
議
」

を
開
き
、
主
催
経
済
団
体
で

は
高
速
道
路
整
備
は
地
域
活

性
化
の
手
段
と
し
て
捉
え
、

沿
線
の
観
光
誘
客
に
よ
り
交

流
人
口
・
関
係
人
口
増
大
に

つ
な
げ
る
た
め
「
観
光
産
業

活
性
ノ
ウ
ハ
ウ
習
得
」
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
Ｗ
Ｓ
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｗ
Ｓ
で
は
、
地
域
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
発
想
を
学
び
、Ｂ
ｅ

ｌ
ｉ
ｅ
ｆ「
信
念
」　

Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ

「
価
値
」　

Ｆ
ａ
ｃ
ｔ「
根
拠
・

事
実
」
に
よ
り
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
構
成
す
る
こ
と
を
学
び
、

ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｎ
Ｉ

Ｋ
Ｅ
」
や
サ
ッ
ポ
ロ
一
番
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事

例
か
ら
、
１
市
４
町
の
ブ
ラ
ン
ド
構
想
を
練
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
の
観
光
資
源
視
察
後
、「
２
泊
３
日
」
の
旅

コ
ー
ス
構
想
を
ま
と
め
発
表
し
ま
し
た
。
阿
南

商
工
会
議
所
チ
ー
ム
か
ら
は
椿
半
島
エ
リ
ア
の

景
観
、
歴
史
資
源
、
食
文
化
な
ど
を
ベ
ー
ス
と

し
た
「
岬
温
泉
と
朝
採
り
び
ん
び
を
楽
し
む
お

達
者
旅
」
を
提
案
し
、
椿
半
島
周
辺
の
景
観
の

ア
ピ
ー
ル
と
「
食
」
と
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康

増
進
の
ツ
ア
ー
を
纏
め
ま
し
た
。

　

Ｗ
Ｓ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
ら
れ
た
専

門
家
か
ら
は
、「
室
戸
阿
南
海
岸
は
国
際
ク
ラ

ス
の
美
し
さ
が
あ
り
、
観
光
誘
客
の
魅
力
度
は

高
い
」
と
評
価
頂
き
、
続
い
て
室
戸
阿
南
ウ
ル

ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
中
飯
実
行
委
員
長
が
、
徳
島
・

高
知
の
県
境
を
越
え
た
室
戸
阿
南
ウ
ル
ト
ラ
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を
通
じ
て
、
沿
線

の
観
光
の
魅
力
化
に
つ
い
て
行

政
・
経
済
団
体
が
連
携
し
、
高

速
道
路
整
備
を
契
機
と
し
た
観

光
誘
客
活
動
へ
の
取
り
組
み
を

提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
、
阿
南

商
工
会
議
所
で
取
り
組
む
「
橘

港
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト

構
想
」
の
背
後
地
と
し
て
、
１

市
４
町
の
観
光
振
興
・
農
業
生

産
物
の
移
出
輸
出
・
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
時
に
お
け
る
防
災

活
動
な
ど
、
四
国
東
南
部
エ
リ

ア
一
体
と
な
っ
た
今
後
の
活
動

を
説
明
し
、
二
日
間
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
閉
幕
し
ま
し
た
。

県
南
の
観
光
産
業
活
性
化
に
向
け
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

主
催　

阿
南
商
工
会
議
所  

美
波
町
商
工
会  

牟
岐
町
商
工
会  

海
陽
町
商
工
会  

那
賀
町
商
工
会

建設部会
 だより
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阿
南
商
工
会
議
所
水
環
境
研
究
会
は
、

し
ば
ら
く
休
止
し
て
い
た
活
動
を
本
年
度

よ
り
再
開
し
ま
し
た
。第
１
回
目
の
勉
強

会
と
し
て
、
７
月
29
日（
金
）国
土
交
通
省

四
国
地
方
整
備
局
那
賀
川
河
川
事
務
所
・

安
永
一
夫
所
長
に
「
頻
発
・
激
甚
化
す
る

大
水
害
へ
の
対
応
（
流
域
治
水
）」
と
題
す

る
講
演
を
し
て
頂
い
た
の
で
そ
の
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。最
近
の
洪
水
被
害
を
目
の

当
た
り
に
し
、
皆
さ
ん
の
関
心
も
高
く
て

24
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

那
賀
川
流
域
の
概
要

　

那
賀
川
流
域
は
日
本
有
数
の
多
雨
地
帯

で
、一
日
の
降
雨
量
１
，３
１
７
ミ
リ
の
日

本
記
録
を
有
す
る
と
と
も
に
、
流
域
内
を

仏
像
構
造
線
が
通
っ
て
脆
弱
な
地
質
と
な

っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
急
流
河
川
の
た
め

下
流
で
は
短
時
間
に
一
気
に
水
位
が
上

昇
、
平
野
部
の
地
盤
高
は
洪
水
時
の
水
面

よ
り
低
い
地
域
が
多
く
て
と
て
も
不
安
で

す
。過
去
の
水
害
は
台
風
時
に
多
く
、平
成

16
年
の
上
流
で
の
土
砂
災
害
、
平
成
26
・

27
年
の
加
茂
・
和
食
地
区
の
浸
水
被
害
は

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
か
と
思
い
ま
す
。ま

た
多
雨
地
帯
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ダ
ム
に
よ

る
利
水
貯
水
量
が
少
な
い
た
め
、
渇
水
に

よ
る
取
水
制
限
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

近
年
の
水
災
害

　

毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
水
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。平
成
27
年
以
降
、
関

東
・
東
北
豪
雨
、台
風
10
号（
岩
手
県
）、九

州
北
部
豪
雨
、
西
日
本
豪
雨
、
台
風
21
号

（
大
阪
湾
の
高
潮
）、房
総
半
島
台
風（
強
風

被
害
）、
東
日
本
台
風
、
さ
ら
に
は
令
和
２

年
の
球
磨
川
の
災
害
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。

　

水
災
害
が
多
く
な
っ
た
理
由
は
、
気
候

変
動
の
影
響
に
よ
っ
て
雨
の
降
り
方
が
激

し
く
な
り
、
短
時
間
強
雨
の
発
生
件
数
が

か
な
り
増
加
し
た
こ
と
で
す
。ま
た
災
害
に

至
ら
ず
と
も
、氾
濫
危
険
水
位
を
超
過
し

た
河
川
数
も
軒
並
み
増
え
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
那
賀
川
の
数
値
デ
ー
タ
も
見
て

み
ま
し
ょ
う
。平
成
15
年
度
以
前
と
以
後

で
比
較
す
れ
ば
、
２
日
雨
量
は
約
３
６
０

ミ
リ
か
ら
約
４
６
０
ミ
リ
に
、
古
庄
で
の

ピ
ー
ク
流
量
は
３
，
５
０
０
㎥
／
ｓ
か
ら

約
５
，
０
０
０
㎥
／
ｓ
へ
格
段
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

流
域
治
水
に
つ
い
て

　

流
域
治
水
と
い
う
言
葉
は
、
既
に
10
数

年
前
に
登
場
し
て
い
ま
し
た
が
、
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
き
っ
か
け
は
平
成
27
年

の
関
東
・
東
北
豪
雨
で
す
。国
が
管
理
す

る
鬼
怒
川
が
決
壊
し
、
広
範
囲
か
つ
長
期

間
浸
水
し
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
多
数
の
孤

立
者
が
出
ま
し
た
。こ
れ
を
契
機
と
し
、水

害
は
施
設
整
備
に
よ
っ
て
防
止
す
る
と
い

う
考
え
か
ら
、施
設
の

能
力
に
は
限
界
が
あ

る
た
め
施
設
だ
け
で

は
防
ぎ
き
れ
ず
、大
洪

水
は
必
ず
発
生
す
る

と
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。こ
の

た
め
、社
会
全
体
で
洪

水
氾
濫
に
備
え
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
水

防
災
意
識
社
会
を
再

構
築
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

次
い
で
、平
成
30
年

の
西
日
本
豪
雨
と
令

和
元
年
の
東
日
本
台
風
等
の
水
害
が
あ

り
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
洪
水
の
頻

発
・
激
甚
化
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。水
災
害
対
策
を
、過
去
の
現
象
を

基
に
す
る
の
で
は
な
く
気
候
変
動
を
考
慮

し
た
も
の
へ
と
大
き
く
舵
を
切
り
ま
し

た
。そ
し
て
、社
会
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
か

ら
住
民
一
人
ひ
と
り
に
至
る
ま
で
、
流
域

全
体
が
協
働
し
て
行
な
う
持
続
可
能
な

「
流
域
治
水
」に
転
換
さ
れ
ま
し
た
。

　

那
賀
川
流
域
で
も
河
川
管
理
者
に
加

え
、県
市
町
村
等
の
関
係
者
に
よ
る「
那
賀

川
水
系
流
域
協
議
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。個
人
に
お
い
て
も
、ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
確
認
、常
備
薬
や
備
蓄
の
準
備
、マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
る
等
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
他
河
川
に
お
け
る
流
域
治
水
の

実
践
例
を
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。

流域治水勉強会のようす

名
誉
教
授　

湯 

城  

豊 

勝

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

ものがたり

VOL.121

水
「
流
域
治
水
」っ
て 

何
？

水環境研究会、第2回目勉強会
日時：令和４年 9月 29日（木）14:00 ～ 15:00
場所：阿南市商工業振興センター２Ｆ
演題： 那賀川ってどんな川？
講師：阿南工業高等専門学校 名誉教授　湯城豊勝

　笠江駿（はやと）君は、令和４年度第 44 回全日本
中学生水の日作文コンクールにおいて、最優秀賞
の「内閣総理大臣賞」を受賞しました。お兄さんの
彰君（阿南高専建設コース３年、当時那賀川中学校
１年）も５年前の同コンクールで入選、二人は那賀
川アフターフォーラム事務局長・森岡和美氏の孫
になります。

あっぱれ！ 笠江 駿 君
（那賀川中学校３年）ビッグニュースビッグニュース
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阿南市消費者協会だより

☆椅子を使ってのスクワット
☆片足立ち運動
☆しりとりをしながらのウオーキング 他

　去る6月10日の総会後の講演会に徳島文理大学保健福祉学部理学療
法学科教授 鶯(うぐいす)春夫氏 をお招きして「元気で長生き」と題して
高齢者の健康寿命を延ばすお話しを多くの会員が来賓の方々と共に楽
しく拝聴し、あらためて運動することの大切さを学びました。

筋肉の衰えを防ぐための運動

※園芸サービス、牛馬の育成、酪農、養鶏、養豚、内水面養殖および特定の船員を雇用する
事業については一般の事業の率が適用されます。

負担者

事業の種類

①
労働者負担
（失業等給付・
育児休業給付の
保険料率のみ）

②
①＋②

雇用保険料率事業主負担
失業等給付・
育児休業給付の
保険料率

雇用保険二事業
の保険料率

一般の事業 ５/1,000 8.5/1,000 ５/1,000 3.5/1,000 13.5/1,000
農林水産・

清酒製造の事業 ６/1,000 9.5/1,000 ６/1,000 3.5/1,000 15.5/1,000

建設の事業 ６/1,000 10.5/1,000 ６/1,000 4.5/1,000 16.5/1,000

○令和４年１０月１日 ～ 令和５年３月３１日

※

雇用保険料率変更のお知らせ
●10月から、労働者負担・事業主負担の保険料率が変更になります。
●年度の途中から保険料率が変更となりますので、ご注意ください。

　今年、７月２４日に阿南市福井町でア

スパラガスのジェラート店 l’orto（ロル

ト）がオープンしました。アスパラガス農

家「Anto Farm」経営の野村祐佳さんが、六

次産業に取組み野菜や果物を使って農家

直営の自然派ジェラート店をはじめたの

です。

　野村さんは、子育ても終わり何か始め

たいと思った時、テレビで

「満天 青空レストラン」を見

たことがきっかけで、農業

を始める事を決意。それか

ら農協に水耕トマト作りの

研修に通うようになり、家

族にも農業への道に進むこ

とを納得してもらいました。アスパラガ

スを選んだのは、軽くて持ち運びしやす

いこともあり、女性でも育てる事ができ

る野菜だったからです。化学肥料を一切

使用せず厳選した有機肥料のみで育て、

今では福井町に７棟のビニールハウスを

構え、早朝4時過ぎから摘み取り作業を行

っています。

　しかし、品質や味には問題がないのに

形や大きさが出荷の基準に合わない規格

外野菜ができてしまいます。「こんなに美

味しいのに活用できる方法はないのか」

と阿南農業支援センターに相談をして、

付加価値をつけたジェラートを開発する

計画を２年前から始めました。

　人気商品の「アスパラミルク」は、自ら

育てたアスパラを余すところ

なく使い、風味を活かしミルキ

ーな仕上がりなので誰でも食

べやすい味わいです。ジェラー

トは定番の「濃厚ミルク」など

を合わせ、日替わりで毎日6種

類を準備しており、他にも当日

採れたてのアスパラガスやパン・ケーキ

の委託販売も行っています。

　穏やかな県南の福井町に、野菜や果物

を使った自然の美味しさが伝わる野菜ジ

ェラートを味わいに、足を運んでみては

いかがでしょうか。

●住　所　阿南市福井町古津137-4
●店　長　野村祐佳
●T E L　0884-21-4717
●定休日　水曜日

小さな店が輝く時

アスパラ農家直営のジェラート店



〈表紙イラスト・文〉羽尻利門（はじりとしかど）プロフィール
絵本作家阿南市見能林町在住。1980年兵庫県に生まれ、主な作品に、『夏がきた』（あすなろ書房）『ごめんなさい』（ポプラ社）、
『あいつとぼく』（ＰＨＰ研究所）など多数。日本児童出版美術家連盟会員。ホームページ　http://hajiritoshikado.com
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阿南市商工業振興センターをご利用ください!

WEB会議やセミナーのライブ配信等の
設備も整っています！

■問合せ

■受　付

■ＴＥＬ

阿南市商工業振興センター

9:00～16:00

0884-24-3232

阿南市商工業振興センターでは、JR阿南駅にも直結した立地に恵まれ、WEB配
信設備も整った貸室です。コロナ感染対策も徹底し、少人数～最大100名まで収
容可能な貸室を完備。会社の会議・講習会・研修会・展示会・面接・試験等、人数や
用途に合わせてご利用ください。

光のまちステーションプラザ 9月13日㈫～9月25日㈰
好きな布を繋いで

●創ったものを見てもらいたい。グループ活動の記念に
　無料で２週間場所をお貸しします。

●教室の宣伝や作り方を教えたいが場所がない方に
　1日無料で場所をお貸しします。

展

示

※展示初日は12 時から。最終日は展示入れ替えの為
　午後３時までには終了します。

阿波踊り活竹人形作り体験常時開催中

主催 /キルトステッチ清原 奈緒美
コロナ禍で教室がお休みになった
時もありましたが、お家時間にコツ
コツ作った作品です。ご覧いただけ
たら嬉しいです。　  展示数40点

9月27日㈫～10月10日㈪

主催 /（公財）徳島市文化振興公社
徳島ガラススタジオの利用者が令
和３年秋から今年の夏までに作っ
た新作のガラス作品を展示しま
す。　　　　　　　展示数30点

10月12日㈬～10月23日㈰
志萱 恒夫　仏画遺作展

主人は四国大学教授 真鍋俊照先生が
NHK 仏画講座をなさっていた時に
仏画を習いました。描きためた作品
を見ていただけたら幸せです。
展示数15点

体

験
参加費600円
3名定員　持参物なし
申込締切　9月16日㈮
主催:矢田 益実

9月18日㈰ 13:00～
ジャイアントペーパーフラワーを作りましょう

参加費1,500円
10名定員　持参物なし
申込締切　10月14日㈮
主催:矢田 益実

10月16日㈰ 13:00～
ハーバリウムボールペンを作りましょう

主催 /志萱 茂登子

あなん
まちマルシェ
2022

出店者募集について
アフターコロナの時代を迎えても、私たちは遠くの街より近くの
お店が安心できる「あの人がしているあのお店」を定着させ、出店
者も来場するお客様も、毎年リアルに会える価値や喜びを感じ合
うイベントを今年も開催いたします。

■開催日時

「あつまる・つながる・あったまる」

令和4年
10：00～15：00（小雨決行）■開催場所

園公童児前駅南阿 ・ ータンセ興振業工商市南阿
前駅南阿RJ ・ 場広生芝前駅南阿

光のまちステーションプラザ前 詳しくは
コチラ

R4・7/21 ～ H4・8/22

とれとれトレカ

代表／森本　啓介　【小売業】 阿南市見能林町勘高原2番地11 
TEL:0884-49-5095

イベント出店がメイン。トレカの買取もやってます！

springB flower&green

代表／二宮　章人　【花・植木小売業】 阿南市見能林町北野２１番地3
TEL:080-1168-8838

人の想いを大切に、植物本来の魅力を届けます！

※尚、上記掲載につきましては、加入の際に掲載承諾を頂いた事業所のみ、ご紹介してお
ります。当商工会議所では、組織基盤の強化を図るため会員の募集をしております。お知
り合い、お取引先などで未加入の事業所・団体がございましたら、是非この機会にご紹介
頂けますようお願い申しあげます。 

11月12日㈯・13日㈰

お申込み・お問合せは☎0884-24-3141
光のまちステーションプラザ

令和4年 9・10月の催しのご案内
展示会・体験会　開催希望者募集中

10月25日㈫～11月6日㈰
由源社 令琴書道教室『かふぇ ことば展 学生編』

日頃、由源社 谷令琴教室で学んでい
る学生の作品展です。 今年は 5・6
年生の作品が並んでいます。ご高覧
よろしくお願いします。
展示数24点

主催 /谷　令子

徳島ガラススタジオガラス作品展

参加費2,500円
5名定員　 持参物  裁ちばさみ
申込締切　10月21日㈮
主催:つまみ細工専門店 うらら花

10月23日㈰ 13:30～
つまみ細工入門(ハロウィンの飾り)

各種検定試験のご案内

第162回　日商簿記検定

東京商工会議所企画検定試験

11月20日(日)
10/4(火)～10/21(金)
1級 ・ 2級 ・ 3級
1級：7,850円　2級：4,720円　3級：2,850円
阿南商工会議所（阿南市商工業振興センター）

〇お問い合わせ　阿南商工会議所　業務課
　　　　　　　　TEL：0884-22-2301

試 験 日
申込期間
　 級 　
受 験 料
試験会場

♦カラーコーディネーター検定
♦ビジネス実務法務検定
♦福祉住環境コーディネーター検定
♦eco（環境社会）検定
♦ビジネスマネジャー検定
♦BATIC（国際会計）検定

IBT（インターネット経由での試験）です

〇お問い合わせ　
　東京商工会議所　検定センター
　TEL：050-3150-8559
　URL:https://kentei.tokyo-cci.or.jp
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